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市政だより 交通事故相談日

6 月26日(火〉

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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2匙告さを主主ム、ヴで、錨官↓庁、五車線~
F弓丹=Q事支 Z丈， ~問主"，.LVノブ七i主主 C~

高齢者の医療費無料化が進むにつれて高齢者のか

たがたも安心して入院生活をおくっておられますが

家族が少ないため、なにかと不自由な生活をしてお

られます。

市青年団連絡協議会(上野孝幸会長団員360名〉
では、 6月7日午後のひととき、市立病院に入院中

の高齢者のかたがたを訪問し、団員が作った肌着類

600点余と花束をプレゼントして、 みなさんからた
いへん感謝されました。

市青年団連絡協議会は昭和26年に結成され.社会
の開発と美化につとめ、特に今年は青年議会を計画

して、郷土に対する関心を高め、いささかで、も郷土

の発展に寄与するよう努力が続けられています。

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/合同印刷

「高齢者のかたへあげてください」と肌着類をプレゼント

入院中の高齢者ヘ
=ーー ....... 一・ーて.--一二~ー守望、~・F司--

愛のプレゼント
--.戸1ー企-- ・ ， ・ ， ・ . ・ ， ー -..邑

市青年団連絡協議会

尾崎院長からお礼のことば
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υ小
売
の
際
課
税
さ
れ
る
物
品

O
次
の
物
品
は
新
た
に
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

セ
パ
!
レ

l
ト
型
ル

1
ム
ク
ー
ラ

(
二
十
M
m
)

、
電
子
レ
ン
ジ
(
十

五
M
m
)

、
カ
セ
ッ
ト
コ
ー
ダ

(
ス

テ
レ
オ
式
+
五
労

モ
l
ラ
ル
式

+
労
)
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
(
十
五

M
m
)

、
貴
金
属
製
メ
ダ
ル
類
(小
売

価
格
の
十
五
銘
)

O
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
不
自
由
な

か
た
が
自
ら
運
転
す
る
た
め
免
税

で
購
入
す
る
乗
用
自
動
車
の
範
囲

が
二
、

o
o
o
u以
下

(
改
正
前

一
、
五

O
O
∞
以
下
)
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

O
身
体
障
害
者
更
正
援
護
施
設
お

よ
び
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
が
購

入
す
る
写
重
機
お
よ
び
撮
影
機
を

新
た
に
免
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※
く
わ
し
く
は
税
務
署
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

(2) 

{"、 じ
皮毛製一ーゆ

平方 たう 口ロ口 | 
の

メん

巷えはどりト

衣服類 ベつ
Jレ

当 名
た

、りJ 
Lヲ

つ

-b 、 一 -b 改一、
CCC円つココ 亡ζ仁円コココ 亡C仁円二コココ 正

後

改豆豆、 Cコ、 三五、

CCC円コココ ECE円コココ EEC円コココ 正

前

りおおむ

物
品
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ

四
十
八
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
税
率
の
引
き
下
げ

市政だより

事揖電気 ス」ト・Jフゴレ 製造段階
用具 で

掃襲
課税オされ

小売価格は ベこつ タ-..... 
る

のう

% I % 劣 後

改
20 40 20 正
% % % 前

ω製
造
段
階
で
課
税
さ
れ
る
物
品

ンす
テ すんド i

ロロロノミーョ

ブ たツ

ク ノレ

類物な

名

ζコ、 子守、 ノ¥
アcコミ、t 改

CC円ココ E仁C円コココ 亡CC円コココ ζCE円コココ 正

後!

ノ¥、 ~ 、
ニ王=三ユ、 l ーe=iコg 、 改

亡亡C円コココ ζCζ円コココ
書円 室円百t 

正

前

納
税
通
知
書
を
発
送

昭
和
何
年
度
市
県
民
税

白
川

「

D
川

月
川

p
h
u
川
川

年
川

口
円
)
川
川

4
1
叩
川

門
H
H

昨
昨

壬

小

川
川

昭
川

昭
和
四
十
八
年
度
分
の
市
県
民

税
納
税
通
知
書
を
六
月
十
三
日
に

発
送
し
ま
し
た
。

お
確
か
め
の
う
え
、
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
乙
と
は
課
税
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

@
免
税
点
の
引
き
上
げ

j 処ヨv
j事十際 ヌ 《
》市 一 地 市こ
!長 田方 国 に の
2会 国自 v 怪iおた
t等際 治 守選挙 い び
(('J都体 際監 てス
((1乙市連 :::1刻 、 開 イ

~~ i話語軽自湖特輯 れロ
ら全 の 一 ({::aff#:.喜界ーま i
fず園第 詩話 当事主主事慨 す ザ

!?1ニ墨書三重 7A
マ地会 一 M倍以去還記 ま長》

tiF松 義暫jta
f間 と六 ~ 議 . 出t
j手会 jj 萎 e 引

は廷干翌 t3 i z 
hり策五 ーー 活
}開』 日 丸一・....-.-..............;.:.-.;.;.:.:.;.;:::;:;:::::::;:::;:;::;:: と

{雀 をか
百さテら な

上なて 今 れ お ま月び会 れ j
げ に る後をかるす下 に 議 る }
まと覚の機けす。旬米終 こ }
すぞ悟市にす中 に 園 了 とJ
。よで 政大るは 帰各後 に t
ろど発いとな 国都 はな t
しぎ展に存に の 市 、つ 《
くい の研じか 予を欧 て 《
おま た さま と 定視州お 5
願すめんすご で察各り S
い のにをが迷 ご し 固ま 》
申で 役深 、惑 ざ 、な す》

所
得
税
額
届
け
は
早
め
に

原
爆
特
別
被
爆
者
健
康
管
理
手
当

'"宍-百戸、p，.メミヒ夕、&'、4岳、v

手
当
受
給
者
の
中
で、

ま
だ
所

得
税
額
届
け
の
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
く
は
市
社
会
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

夏
期
特
別
貯
畜
増
強
運
動

6
月
間
日

1
7
月
日
臼

~ 
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り

い
よ
い
よ

っ
ゅ
の
シ
ー

ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

長
崎
海
洋
気

象
台
の
長
期

予
報
に
よ
り

ま
す
と
今
年

の
つ
ゆ
入
り

は
平
年
よ
り

も
や
や
早
く

つ
ゆ
明
け
は

平
年
な
み
か

や
や
遅
れ
そ

う
で
す。

ま
た
天
候

は、

全
般
的

に
変
動
が
大
き
く
、
後
半
に
は
梅

雨
前
線
が
活
発
と
な
り
、
局
地
的

に
集
中
豪
雨
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て、

今
年
の
つ
ゆ
ど
き
は
、
長
雨
や
局

つゆどきの

災害防止を

おおむ

ー
ゆ

た

か

な

家

庭

地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

O
地
す
べ
り
、
崖
く
ず
れ

O
河
川
の
は
ん
ら
ん

。
床
上
(
下
)
浸
水

。
家
屋
の
倒
壊
、
流
失

。
道
路
の
損
壊
、
流
失

な

ど

つ

ゆ
特
有
の
災
害
の
発
生

が
じ
?
っ
ぷ
ん
に
予
想
さ
れ
ま
す

ま
た
こ
れ
か
ら
は
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
と
も
重
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

家
屋
な
ど
の
倒
壊
は
も
ち
ろ
ん
、

高
潮
、
船
舶
の
道
難
に
は
じ
?
っ

ぷ
ん
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

市
内
で
も
昨
年
は
、
小
規
模
な

も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
崖
く

ず
れ
、
橋
梁
の
流
失
、
石
垣
く
ず

れ、

床
下
浸
水
が
起
き
て
お
り
ま

す。

幸
い
に
し
て
死
傷
者
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
き
に
は
昭

和
三
十
二
年
七
月
の
大
村
、
諌
早

昭
和
田
十
二
年
七
月
の
佐
世
保
に

お
け
る
災
害
の
よ
う
に
、
死
傷
者

県
総
合
体
育
大
会
の
成
績

市政だより

弓
道

般
女
子
遠
的
に
優
勝

(3) 

恵
美
子

な
ど
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
つ
ぎ
の
諸
点
に
注
意
し

ま
し
ょ

う。

※
事
前
の
準
備

一
崖
や
道
路
、
橋
、
堤
防
な
ど
の

補
修
や
補
強
の
必
要
が
あ
る
と

こ
ろ
を
発
見
し
た
と
き
は
、
は

や
く
市
役
所
、
警
祭
、
そ
の
他

関
係
機
閣
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

一
一
自
宅
の
周
囲
を
点
検
し
、
危
険

な
箇
所
は
事
前
に
補
修
し
て
お

き
C斗一示

lυ

ょ
・っ。

三
長
雨
や
集
中
豪
雨
の
と
き
は
、

つ
ね
に
気
象
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
-つ。

四
停
電
を
考
え
て
、
懐
中
電
灯
、

マ
ッ
チ
、
ロ

l
ソ
ク
、
ト
ラ

ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

五
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
て、

非

常
食
糧
、
飲
料
水
、
応
急
薬
品

佐
喜
子

く

ら

し

の

ロ
ー
プ
、
現
金
、
そ
の
他
貴
重

品
を
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

六
避
難
す
る
と
き
の
安
全
な
道
順

や
場
所
を
家
族
全
員
で
話
し
合

い
、
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

※
避
難
す
る
場
合

一
子
ど
も
や
老
人
、
婦
人
は
、
早

め
に
避
難
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
に
は
、
保
護
者
の
名
前

、
連
絡
先
、
血
液
型
な
ど
書
い

た
名
札
を
つ
け
て
お
き
ま
し

ょ

に
}
ノ
。

二
避
難
す
る
場
合
は
、
ガ
ス
の
元

せ
ん
を
締
め
、
電
気
の
ス
イ
ソ

チ
を
切
る
な
ど
、
火
の
気
を
完

全
に
消
し
ま
し

ょ
う。

三
服
装
は
軽
く
し
、
活
動
に
便
利

な
も
の
を
着
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。
(
婦
人
の
方
は
ス
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
が
よ
い
)

回
避
難
命
令
が
で
る
と
、
ど
う
し

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
三
十
五
歳
以
下

二

位

三
十
五
歳
以
上

三
位

陸
上

八
百
メ
ー
ト
ル

一
位

島

田

義

春

二
位

児

島

伸

百
メ
ー
ト
ル

三
位
岡
田
英
俊

千
メ
ー
ト
ル
リ
レ
i

三
位

設

計で
も
あ
わ
て
が
ち
に
な
る
か
ら

準
備
し
た
食
糧
、
水
、
医
薬
品

貴
重
品
な
ど
、
忘
れ
な
い
よ
う

落
ち
つ

い
て
も
う
一
度
身
の
回

り
を
確
か
め
る
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。

五
自
分
勝
手
な
ふ
る
ま
い
は
、
危

険
な
ば
か
り
で
な
く
、
他
人
に

ま
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
の
で、

家
族
や
近
所
の
人
と

い
っ
し

ょ
に
行
動
す
る
こ
と
。

六
警
察
官
や
消
防
団
の
指
示
誘
導

に
し
た
が
っ
て
、
落
ち
つ
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

七
家
族
全
員
で
避
難
す
る
場
合
は

家
の
戸
締
り
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

不
燃
物
収
集
日
励
行
用
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま
す

「住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
は

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
達
成
さ
れ
ま
す
。
不
燃

物
集
積
所
の
持
出
し
日
は
必
ず
励

行
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
分
別

収
集
は
処
理
す
る
う
え
に
大
へ
ん

能
率
的
で
す
か
ら
付
近
の
か
た
の

サ
ッ
カ
ー

位

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

団
体
三
位

個
人

B
ク
ラ
ス

二
位
秋
本
貞
雄

三
位
松
尾
竜
之
助

水
泳

三
百
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

レ
l
一
二
位
網
分
正

一

二
百
メ
ー
ト
ル
自
由
形

三
位
山
下
達
知
生

迷
惑
を
考
え
環
境
を
汚
さ
な
い
よ

う
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
で
き

れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

収
集
日
の
前
日
に
持
出
し
を
励
行

し
て
い
た
だ
く
た
め
収
集
日
を
明

示
し
た
ス
テ

ッ
カ
ー
を
各
戸
に
配

布
し
ま
す
の
で
見
や
す
い
と
こ
ろ

に
は
っ
て
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

※
最
近
家
庭
か
ら
植
木
の
せ
ん
で

い
し
た
枝
な
ど
を
ご
み
と
し
て
出

し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
な

る
べ

く
自
分
で
も
や
し
て
処
分
を

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
環
境
的
に

ど
う
し
て
も
処
分
で
き
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
よ
く
束
ね
て
不
燃

物
集
積
所
に
収
集
日
の
前
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
の
空
か
ん
な
ど
は
必

ず
袋
に
入
れ
て
不
燃
物
集
積
所

へ



(4) りおおむ

生
活
の
未
来
を

ひ
ら
〈
下
水
道

市
は
、
本
年
度
か
ら
公
害
の
な

い
住
み
よ
い
町
，
つ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
公
共
下
水
道
設
置
の
計
画
を

市政だより昭和48年 6月15日
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立
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す。

み
ん
な
の
力
で
私
た
ち
の
町
に

も
下
水
道
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

矢口っておきたい下水道の知識

水一! 汚

」雨水

一公共下水道
l 市街地の汚水を排珠するための排水施設で、その相当部分が暗
l きょであるもの及び終末処理場，中継ポンプ場等の施設

下水道ームー都市下水路
l 雨7j({乙よる市街地の浸水を防止するための施設で下水道管理者
i が管理している もの
」 側溝〈みぞ〉

道路上の汚水および雨水を排除するためのもの

(道路の一部とみなし道路管理者が管理するもの〉

一 生活に起因するもの (家庭汚水〉

(台所，浴場，洗たく， 水洗便所などの排水〉

k-」一事業iこ関するもの (工場廃水等で耕作事業を除く〉
(営業上の排水，湯屋の排水，工場廃水など〉

L.付随する廃水

(官公庁施設，学校，病院など公共汚水，道路散水〕下

山
-

・

・
鹿児
島市

山
田
園
田
・
河
崎

市

末
、ρ度。
伴

日

叫

人
計

四
r、4
不

況

問
状

対
問

γ
・・・
大阪市

開
微
量
園
東京都

動
池
山

川
園
・

E
;
市

直

面

・

全

山
田
・
・
福
岡
市

山
-
広
島
市

更
新
は

6
月

初
日
ま
で
に

国
の
老
人
医
療
費

受
給
者
証

国
の
老
人
医
療
費
受
給
者
証
は

毎
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
更
新
す

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
次
の
と
お
り
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

更

新
申
請
書
提
出
締
切
日

六
月
二
十
日

二

申

請
書
は
該
当
者
に
は
郵
送

し
て
お
り
ま
す

三

持

参

す
る
も
の

被
保
険
者
証
、
共
済
組
合
員
証

ーー夏
期
特
別
貯
畜
増
強
運
動

印
鑑

四

提

出

先

福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
出
張
所

注
射
と
検
診

集

募

国

圃
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
・C
-
G
の

予
防
接
種

該
当
者

生
後
六
ヵ
月
以
上
三
十

歳
未
満
の
者

(
た
だ
し
、

学
校

事
業
所
な
ど
で
実
施
し
た
者
お

よ
び
結
核
患
者
を
除
く
)

料
金

無
料
で
す

※
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日

九
月
下
旬
十
日
間

研
修
地

静
岡
県

・
東
京
都

・
長

野
県

研
修
内
容

⑨
都
市
訪
問
と
青
年
交
歓

⑤
施
設
の
視
察
、
見
学

圏
第
二
回

青
年
圏
内
研
修
生
募
集

市
教
育
委
員
会
は
、
次
の
と
お

り
青
年
の
圏
内
研
修
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

ツ反検査とB.C.G接種目程表
6
月
間
日

i
7
月
日
日

⑤
大
村
市
の
紹
介

募
集
人
員

十
名

資
格⑤
二
十
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で

⑤
市
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年

⑤
全
日
程
に
参
加
で
き
る
者

経
費

個
人
負
担
一
万
円
程
度

申
込

市
社
会
教
育
課
に
関
係
書

類
が
あ
り
ま
す
。

締
切

七
月
七
日
(土
)

※
く
わ
し
く
は
、
市
社
会
教
育

課
へ

圃
「
九
州
青
年
の
船
」

団
員
募
集

九
州
各
県
の
青
年
が
「
青
年
の

船
」
に
乗
船
し
、
研
修
、
団
体
生

活
、
視
察
、
現
地
青
年
と
の
交
歓

な
ど
を
お
こ
な
う
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

運
航
日
程

十
二
月
三
日
か
ら
十

一
一
月
十
七
日
ま
で

訪
問
先

香
港

・マ

ニ
ラ

資
格

将
来
に
お
い
て
職
場
、
地

域
、
青
少
年
団
体
な
ど
で
中
堅

的
な
活
動
を
期
待
で
き
る
者
で

満
二
十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満

の
青
年
男
女

申
込

市
社
会
教
育
課
に
関
係
書

類
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
日

六
月
二
十
日
ま
で
、

く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課

電
話

@
l四
一
一
一
へ



日 |診療科目 !医院名 |所在地 |電話

内科 ③、3731
外 科 中島外科向陽町 ①-3875 
内科・外科 牧 山医 院富ノ原 ①-7831 

眼 科 岩崎医院 本町 ①-3435 
8 内 科 松永内科 乾馬場 ②-2943 
内 ・整形タi科 橋口医 院 原 口 ⑤-8739 

佐伯医院 武部 ①-4330 
15 整形外科 貞松整形 東本町 ①-4808 
内科 毛利医院 ーノ郷 ①-8)17 

内 科 松尾医院 玖島町 ②-4412 
22 産婦人科 後藤医院 松並町 ②-60ょ5
外 科 山 道外 科 松並 ③-2305 

内 科 藤井医院 東本町 ②-3878 
噌29 小児科 出口小児科 諏 訪 ② 2252 
整形外科 松永整形 並松 ②-4300 

昭和48年6月15日
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圃

モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

選

手

お

よ

び

審

判

員

募

集

ム
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
畏
手

募
集
期
間

常
時
受
付
中

今
回
締
切
日

七
月
三
十

一
日

資
格

昭
和
二
十
三
年
九
月
十
日

か
ら
昭
和
三
十
年
九
月
九
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

学
力

高
校
卒
業
程
度
以
上
の
人

視
力

裸
眼
一

・
O
以
上
(
色
盲

不
可
)

血
圧

百
四
十

l八
十
以
下

身
長

百
七
十
セ

ン
チ
以
下

体
重

六
十
キ
ロ
以
下

養
成
期
間

一

ヵ
年
間

提
出
書
類

1

写
真
四
枚
(
縦

五
セ
ン
チ
横
四
セ
ソ
チ
)

りむ

曜当番医

おお市政だより

日の7月

(5) 

ーー貯

畜

で

2
戸
籍
抄
本

一
通

3
履
歴
書
(
用
紙
は
競
走
会
事

務
所
に
あ
り
ま
す
)

選
手
平
均
月
収

約
二
十
八
万
円

ム
審
判
員

募
集
期
間

常
時
受
付
中

今
回
締
切
日

六
月
三
十
日

資
格

二
十
一

歳

l
三
十
歳

学
力
高
校
卒
業
程
度
以
上

身

体
強
健
の
人
視
力
一

・
O
以

上

色

盲

不

可

、
血
圧
百
四
十

l
八
十
以
下

待
遇

給
与
は
当
競
走
会
の
基
準

に
よ
り
支
給
昇
給
年

一
回
、
賞

与
年
二
回
、
各
種
保
険
退
職
金

制
度
あ
り

勤
務
地

大
村

き

ず

明

る

社

会

」ー

'つ

提
出
書
類

の
県
内
の
事
業
主
r

ま
た
は
そ
の
ヘ
，
s
i
l
l
i--
i川

履
歴
書
、
写
真
四
枚
、
戸
籍
抄

団
体

一
商
圏
曜
曜
圏
留
蝿
圏

ド
国
圃
圃
歯
周
回
u
l
j
h国

本

一

通

融

資

条
件

一
国

ιraah盤

。
選
手
お
よ
び
審
判
員
申
込
場
所

事
業
主
五
百
万
円
以
内

閣
髄
摺
薗
踊
蝿
捜
瞳

大
村
市
玖
島
郷
十

五

番

地

事

業

主

団

体

千

五

百

万

円

以

一

社
団
法
人
長
崎
県
モ
ー
タ
ー

内

一

キ

リ

シ

タ

ン

:
!

ボ
ー
ト
競
走
会

利
率

年
五
パ

ー
セ
ン
ト

一

.

殉

教

地

一命

電
話

@
l六
一
九
四

返
済

融
資
期
間
五
年
以
内
で
六

一

鈴
田
牢
跡

ヵ
月
以
内
の
す
え
置
期
間
が
あ

一

闇
市
観
光
協
会
の

一

l
i

l

i

-

-

l

i

t

、
五
十
三
年
三
月
ま
で
の
月

一

帯
r

醤
置
哩
遍
堅
議
圃
E
E
E

女

子

職

員

募

集

山

脇
歯

閤

闘
機
関
幽

圃

圃

賦
償
還
と
す
る

一

義
幽
園
園
部
翻
配
置
掴
園
調

慕
集
人
員

二

名

(

女

子

)

志

扱

金
融
機

関

一

通
過
鋼
圃
審

議

議

年

齢

十
八

l
二
十
二
歳

十

八

銀

行
、
親
和
銀
行

一

プ
災

人

額

数

藤

機

学

歴

高

校

卒
以
上

申
請
は
県
労
政
諜

へ

一

;
JJ
謀
議
議
離

な
お
く
わ
し
く
は
市
観
光
協
会

闘

雇

用

促

進

住

宅

等

の

一

(
電

話

。

三

六

O
五
)
へ

一

融

資

一

園

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

一

鈴
田
川
下
流
の
三
鈴
橋
を
わ
た

受
付
期

間

十

月

三

十

一
日
ま
で

聞

隊

員

募

集

一

っ

て
、
水
田
が
つ
き
る
あ
た
り
、

対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
の
紹

・一
緑
の
木
立
ち
の
中
に
望
見
さ
れ
る

対
象

小

学

四

・
五

年

生

介

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
数
以

.一
白
い
十
字
架
の
立
つ
丘
が
、
キ
リ

人
員

三

十

名

上

の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
事

一.

、
タ
ン
の
殉
教
地
と
し
て
知
ら
れ

申
込
方
法

申
込
書
は
市
社
会
教

業
主
ま
た
は
そ
の
団
体

配一
る
鈴
田
、
宮
崎
の
牢
跡
で
あ
る
。

育
課
に
あ
り
ま
す

貸
付
対
象
施
設

十
八
代
純
忠
の

こ
ろ
、
領
内
に

締
切

六

月

三

十

日

労

働

者

住

宅

お

よ

び

福
祉
施
設

一団
全
盛
を
極
め
た
キ
リ
シ
タ
ン
も
、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

職
業
訓
練
施
設
、
通
年
雇
用
設

町

寸
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

J

H

秀
吉
の
禁
制
、
徳
川
幕
府
の
弾
圧

一

融

資

一

備
、
身
体
障
害
者
作
業
施
設

f
l
B
i
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-

「
I
l
l
i
-
-
-ー
し

貸

付

金

の

額

大

企

業

年

六

・
七
夕

算
定
基
礎
に
基
づ
い

て
算
定
さ

償
還
期
間

五

1
三
十
年
以
内

圃
中
小
企
業
労
働
福
祉

れ
、
融
資
率
は
中
小
企
業
主
九

申
込
み
先

十
八
、
親
和
、
西
九

施

設

等

の

改

善

資

金

十
Mm以
内
、
大
企
業
七
十
Mm以
州

信

金

、
九
州
相
互
、
長
崎
相

を
貸
付Al

'

‘

内

ま

た

は

八

十

%

以

内

互

各

支

居

資
格

資
本
金
が
?一
千
万
円
以
下

利
率

※
く
わ
し
く
は、

公
共
職
業
安
定

ま
た
は
従
業
員
が
三
百
人
以
下

中
小
企
業

一
所
ま
た
は
前
記
の
各
金
融
機
関

へ

年
六

・
二

%

に
よ

っ
て
、
や
が
て
、
受
難
の

一
一

途
を
た
ど
る
結
果
と
な
っ

た。

一

そ
れ
は
宣
教
師
に
対
す
る
迫
害
か

一

ら
始
め
ら
れ
た
。

一

こ
の
宰
に
は
、
元
和
五
年
(
一

一

六
一
九
年
)
か
ら
同
八
年
ま
で
長

一

崎
奉
行
所
で
捕
え
ら
れ
た
外
国
人

一

宣
教
師
ら
三
十
数
名
が
閉
じ
込
め

一

ら
れ
て
い
た
。

周
囲
も
天
井
も
竹

一

の
柱
(
角
材
と
も
い
う
)
で
囲
ま

一

れ
た
鳥
寵
の
よ
う
な
部
屋
で
、
広

一

さ
は、

奥
行
六

・
六
メ
ー
ト
ル

、
一

間
口
四

・
六
メ
ー
ト
ル
横
に
寝
る

一

こ
と
も
身
動
き
さ
え
も
自
由
に
で

一

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
牢

一

に
は
つ

ね
に
、
敬
け
ん
な
祈
り
と
…

賛
美
歌
が
た
え
な
か
っ
た
と
伝
え

…

ら
れ
て
い
る
。

一

元
和
八
年
九
月
九
日
、
ス
ピ
ノ

一

ラ
神
父
ら
二
十
四
名
は
、
長
崎
へ

一

護
送
さ
れ
、
翌
十
日
西
坂
に
お
い

一

て
殉
教
し
た
。

一

ま
た
、
残
り
の
ブ
ラ
ン

コ
神
父

一

ら
数
名
も
同
月
十
二
日
、
こ
の
牢

一

を
出
て
大
村
で
殉
教
し
た
。

一

一

圃

七

月

の

}

一

実

弾

射

撃

予

定

一

一

池

田

射

撃

場

一

一
O
二
日
か
ら
四
日
ま
で

一

一
O
九
日
か
ら
十

一
日
ま
で

…

一
O
十
六
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で

…

一
O
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
…

Fh
日
什
同
怜
山
一
一
件
L
、刊
は
k
‘
L
V



(6) 

圃
年
金
福
祉
事
業
団

融

資

申
込
受
付
期
間

ま
で

対
象
者

ω厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所

の
事
業
主
お
よ
び
船
員
保
険
の

船
舶
所
有
者

ω消
費
生
活
協
同
組
合
お
よ
び
同

連
合
会
、
中
小
企
業
等
協
同
組

合
(
火
災
共
済
協
同
組
合
お
よ

び
信
用
協
同
組
合
を
除
く
)
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
法
人

対
象
施
設
住
宅
、

療
養
施
設
、

りむおお市政だより昭和48年 6月15日
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四
十
九
年
一
月

一一 ご寄付ありがとうございました一一

社
会
福
祉
事
業
費

へム堺
町
海
仁
会
住

宅
の
江
頭
伝
次
さ

ん
は
亡
妻
ア
キ
さ

ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一
封
を

A
陰
平
郷
の
高
島

康
彦
さ
ん
は
亡
母

イ
ト
さ
ん
の
忌
明

け
に
当
た
り
金
一

封
を

A
U

原
口
郷
の
竹
村

夕
、
不
さ
ん
は
拾
得

金
を

休
養
施
設
、
体
育
施
設
、
教
養

文
化
施
設
等

貸
付
金
額

施
設
の
種
類
ど
と
に
七
基
準
お

よ
び
八
単
価
基
準
が
あ
る
。
た
だ

し
五
十
万
円
未
満
は
融
資
対
象
外

大

企

業

住

宅

百

分

の
七
十

そ

の

他

百

分

の

八

十

中
小
企
業
一
率
百
分
の
九
十

貸
付
条
件

利
率
五
・
五
M
m
l七
Mm

償
還
期
間
五

l
三
十
五
年
以

内
償
還
方
法
半
年
賦
元
金
均
等

償
還
で
償
還
期
日
は
三
月
二

ム
陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
の
み
な

さ
ん
か
ら
部
隊
創
立
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
隊
内
で
バ
ザ
ー
を
催

さ
れ
そ
の
純
益
金
を

ム
黒
木
郷
の
塚
根
ヒ
サ
エ
さ
ん
は

亡
夫
朝
徳
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

り
金
一
封
を

ム
幸
町
の
久
松
津
留
江
さ
ん
は
亡

父
稲
松
志
可
太
さ
ん
の
忌
明
け
に

当
た
り
金

一
封
を

大
村
市
遺
族
会
ヘ

ム
小
路
口
郷
の
末
岡
ト
モ
さ
ん
は

亡
夫
彦
太
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

た
り
金
一

封
を

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

A
乾
馬
場
郷
の
野
下
強
樹
さ
ん
は

亡
父
甚
三
郎
さ
ん
の
忌
明
け
に
当

十
日
と
九
月
二
十
日

申
込
み
十
八
、

親
和
、
九
州
相

互、

長
崎
相
互
、
西
九
州
信
金

各
支
居
、
商
工
中
金
、
労
働
金

庫
※
く
わ
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

講

演

会

-
「
日
本
の
進
路
を語
る
」

時
局
問
題
講
演
会

日
本
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
り

た
り
金

一
封
を

大
村
市
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
へ

A
水
田
二
区
の
江
口
さ
く
さ
ん
は

亡
夫
義
夫
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

り
金
一
封
を

大
村
子
供
の
家
ヘ

ム
大
村
高
校
青
少
年
赤
十
字
団

(
代
表
永
瀬
律
子
さ
ん
)
で
は
母
の

日
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
利

益
金
を

大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

ム
広
島
県
三
原
市
旭
町
一
九
四
の

熊
野
芸
能
社
(
代
表
熊
野
茂
さ
ん
)

か
ら
過
日
当
市
で
老
人
慰
安
演
芸

を
催
さ
れ
、
お
礼
と
し
て
金
一
封

を

わ
れ
わ
れ
は
正
し
い
認
識
を
深
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
皆
様
が
た
お
な
じ
み
の

N
H
K解
説
委
員
岡
村
和
夫
氏
を

招
き
、
時
局
問
題
講
演
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
七
月
二
日
午
後
七
時
か
ら

場

所

中

地
区
公
民
館

講
師

岡
村
和
夫
氏

(
N
H
K解
説
委
員
)

演
題

最
近
の
国
際
情
勢
と
日
本

主
催

国
民
外
交
協
会

・
市
国
民

外
交
友
の
社

後
援
大
村
市
・

教
育
委
員
会

・

文
化
団
体
連
絡
協
議
会
・
商
工

会
議
所

・
青
年
会
議
所

・
連
合

婦
人
会
・
青
年
団
連
絡
協
議
会

催
し
も
の

-
青
少
年
劇
場

「
世
界
う
た
の
旅
」
開
催

青
少
年
に
す
ば
ら
し
い
世
界
の

う
た
を
き
い
て
も
ら
い
、
よ
い
思

い
出
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
心
の

中
に
生
き
続
け
る
こ
と
が
一
願
っ
て

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

日
時

六
月
二
十
八
日
(
木
)

午
後
四
時

t
五
時
三
十
分

場
所

市
民
会
館

曲
目
ト
ロ
イ
カ
、
ポ
ル
ガ
の
舟

郵

便

貯

金

の

働

き

〈

大
村
市
へ
約
七
億
円
の
融
資

郵
便
貯
金
は
国
の
財
政
投
融
資
立
っ
て
お
り
ま
す。

山
の
大
き
な
財
源
と
し
て
、
広
く
地
郵
便
貯
金
は
四
月
二
十
三
日
に
山

川
域
の
開
発
に
融
資
さ
れ
て
お
り

ま

利
子
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
たん

ん
す
が
、
本
市
に
も
教
育
施
設
、
道
『
預
金
者
貸
付
制
度
』
も
本
年

一
~

~路
、
災
害
復
旧
な
ど
に
約
七
億

円

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
h

V

が
融
資
さ
れ
、
郷
土

の

建

設

に

役

大

村

郵

便

局

歌
、
カ

ル
メ
ン
ほ
か

O
ボ
l
ト
、
エ
ン
ジ
ン
組

出
演
者

安

斎

恭

子

(

歌

手

)

二

万

八

千

円

宮
本
昭
太
(
歌
手

)

O
ボ
!
ト
の
み
、
六
千
円
(
付
属

森
山
直
美
(
ピ
ア
ノ
)
金
具
付
き
)

新
井
省
吾
(
ピ
ア
ノ
)
払
い
下
げ
方
法

対

象

小

学

生

四

年

以

上

一

般

希

望

者

の
申
請
に
よ
る

中

学

生

、

高

校

生

(

申

請

は

当

日

受

付

)

入
場

整
理
券
(
五
十
円
〉
を
発
行
肴
望
者
が
多
い
時
は
抽
選

し
ま
す
〈
各
学
校
)

日

時

六
月
二
十
八
日

く
わ
し
く
は
、
社
会

教

育

課

へ

午

後

一
時

場
所

市
事
業
部

代
金
納
入

当
日
即
納

※
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
証
所

持
者
に
限
る

そ

他

の
弘子盛時りlf
g立42艇J2?2

十 tーいl
l長 l'1 r 
ン(求

-
袋
詰
セ
メ
ン
ト
斡
旋

相
談
所
設
置

斡
旋
相
談
所

県
中
小
企
業
課
内

対

象

小

口
需
要
者
、
主
と
し
て

大
工
、
左
官
業
を
営
む
者

受
付

常
時
午
前
十
時
か
ら
十
二

時
ま
で
(
日
曜
、
祝
祭
白
を
除

く
)
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